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福島第一原発事故以後 14 年を過ぎて
なお減少しない小児甲状腺がん発生

福島第一原発事故の直後からチェルノブイリ事故の経験を受けて、ヨウ素 131 による小児甲状腺がんが心
配されてきた。福島県は県民健康調査という一大プロジェクトを開始して事故発生当時 18 歳以下の県民（37
万人、事故直後に生まれた人を含めると 38 万人）に超音波による甲状腺検査を続けている。先行検査とも言
われる初回の検査によって小児甲状腺がんが従来知られていた発症率（100万人に数名）をはるかに上回る数で
発見されたが「これは超音波検査によるスクリーニングによって隠れていた自然癌が発見されただけであり、
事故との因果関係は不明」という解釈が流された。しかし先行検査という名の初回の検査が終わり、本格検査
というステージにはいってからも発見される小児甲状腺がんは勢いが止まらない。
図が（福島県）県民健康調査検討委員会の資料による小児甲状腺がんの確定数の経年変化である。確かに事故
後４年という 2015 年あたりで先行検査・本格検査の結果が出そろってきた時までに 100 名以上の「悪性また
は悪性疑い」が判定されておりスクリーニング効果の存在は推定されるが、問題はそれ以後である。もしスク
リーニング効果で検出される自然発生的ながん以外が発生していないならば、本格検査（2 回目以後の検査）
の結果である2016年以降は小児甲状腺が
んの 発見率は急速に低下するはずである。
それが受診者の急速な減少傾向にもかか
わらず最近６年間くらいの間でも低下傾
向にない。年間平均約 20 人のがん発生が
手術により確認されている。なお手術は
各種状況を考慮して医学的に必要とされ
る場合のみ実施されているとのことであ
る。

2025 年 4 月 9 日
放射線から子どもたちを守る

三郷連絡会

【福島第一原発事故による小児甲状腺がんに関心を寄せる各種団体のご紹介】
★ 放射線から子どもたちを守る三郷連絡会 https://misato-rad.jimdofree.com/
三郷市が首都圏・関東でも最も被ばく線量の高い「ホットスポット」となったことから、子どもたちの健康、

原発の危険性と対策などに関心をもつ団体・個人により 2011 年 6 月に結成されました。甲状腺エコー検査みさ
と実行委員会にも協力しています。上記記事に関連したより詳しいコンテンツが次に掲載されています。
https://misato-rad.jimdofree.com/%E5%81%A5%E5%BA%B7%E3%81%B8%E3%81%AE%E5%BD%B1%E9%9F%BF%E3%83%BC%E7%B6%9A%E5%A0%B1/

★３１１甲状腺がん子ども支援ネットワーク https://www.311support.net/
2011 年の東京電力福島第一原発事故に伴う放射線被ばくによって甲状腺がんなどの健康被害を受けた被害者、

とりわけ子どもたちの訴訟を支援し、加害責任の明確化や、被害者への補償、国による救済策が実施されるよ
う後押しすることを目的とする団体です。
★３・１１甲状腺がん子ども基金 https://www.311kikin.org/
2011 年の東京電力福島第一原発事故以降に甲状腺がんと診断された子どもとそのご家族を多方面で支えるた

めに設立された非営利の団体（NPO 法人）です。手のひらサポート（療養費の給付）などを実施しています。
★ Our planet-TV https://www.ourplanet-tv.org/
2001 年に活動を開始した非営利のインターネット・メディアです。マスメディアが見落としがちなテーマを

中心に、独自取材した動画や記事を配信しているほか、映像ワークショップや広報セミナー、メディアカフェ
（メディア拠点）などの事業を通じて、映像の担い手づくりや情報発信のサポートをしています。原発や小児
甲状腺がんに関する動画等が視聴できます。
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